き ん 

礼に 黄金い ろ をした 円い 花粉 を ほかの 花のと ころへ 運 

んで やったり、 あるいは 新ら しい 木の芽から いらな く 

なった 蠟を 集めて 六角形の 巣 を 築いたり もうい そがし 

くにぎ やかな 春の 入口に な つ てゐ ました。 

一 、 蜘蛛 はどうし たか。 

なら 

蜘蛛 は 会の 済んだ 晚方 じぶんの うちの 森の 入口の 櫓 

の 木に 帰って来ました。 

ところが 蜘蛛 はもう 洞 熊 学校で お金 を みんなつ かつ 

てゐ ましたから もう なにひとつ もって ゐ ませんで した- 



「あはれ やむ すめち 、 おやが、 

旅で はてた と 聞いたなら、 

ち さ い あの 手に 白 手 甲、 

いとし 巡礼の 雨と かぜ。 

まう しご 冥加 ご 報謝と、 

かどなみ なみに 立つ とても、 

非道の 蜘蛛の 網 ざしき、 

さはるまい ぞゃ。 よるまい ぞ。， - 

「小し やくな こと を。」 と 蜘蛛 はた、 一 息に、 かげろ ふ 

を 食 ひ 殺して しま ひました。 そしてし ばらく そら を 向 

いて、 腹 を こすって から ちょっと 眼 を ぱちぱ ち させて 



見る とそれ は 顔 を 洗った ことのない 狸でした。 蜘 

蛛は キリ キリ キ リツと はがみ をして 云 ひました。 

「何 を。 狸め。 おれ はい まに 虫 けら 会の 会長に なって 

き つ とき さまに おじぎ を させて 見せる ぞ。， - 

それから は 蜘蛛 は、 もう 一生 けん 命で あちこちに 十 

も 網 を かけたり、 夜 も 見 はり をしたり しました。 とこ 

ろが 諸君 困った ことに は 腐敗した の だ。 食物が あんま 

りた まって、 腐敗した のです。 そして 蜘蛛の 夫婦と 子 

供に それが うつりました。 そこで 四 人 は 足の さきから 

だんだん 腐れて べとべと になり、 ある 日た うとう 雨に 

流れて しま ひました。 



いふもう 林 中の 評判だった。 かたつむり は 

「なめく ぢ さん。 今度 は 私 もす つか リ困 つてし まひ 

ましたよ。 まだ わたしの 食べる もの はなし、 水 はなし、 

すこしば かりお 前さん のうちに ためて ある ふきの つゆ 

を m ハれ ません か。」 と 云 ひました。 

するとな めく ぢが云 ひました。 

「あげます とも あげます とも、 さあ、 おあがり なさ い。」 

「あ 、ありがたう ございます。 助かります。」 と 云 ひ 

ながら かた つむり はふき のつ ゆ を どくどくの みました。 

「もっとお あがりなさい。 あなたと 私 と は 云 はば 兄 

弟。 ハツ ハハ。 さあ、 さあ、 も 少しお あがりなさい。」 



となめ く ぢが云 ひました。 

r そんなら も 少し いた 5- きます。 あ、 ありが た う， 一 J ざ 

います。」 と 云 ひながら かたつむり はも 少しの みました 

「かたつむりさん。 気分が よくな つたら 一 つ ひさしぶ 

すま ふ 

りで 相撲 を とりませ うか。 ハツ ハハ。 久しぶりです。」 

となめ く ぢが云 ひました。 

「おなかが すいて 力が ありません。」 とかたつ むりが 

云 ひました。 

「そんなら たべ 物 を あげ ませう。 さあ、 おあがり なさ 

い。」 となめ くぢは あざみの 芽 やなん か 出しました。 

「ありがたう ございます。 それで はいた、 V きます。」 



とい ひながら かたつむ リは それ を 喰べ ました。 

「さあ、 すま ふ を とりませ う。 ハツ ハ ハ。」 となめ くぢ 

がもう 立ち あがりました。 かたつむり も 仕方なく、 

I 私 はどう も 弱い のです から 強く 投げないで 下さ 

い。」 と 云 ひながら 立ち あがりました。 

「よつ しょ。 そら。 ハツ ハ ハ。」 かたつむり は ひどく 

投げつ けられました。 

「もう 一 べん やり ませう。 ハツ ハハ」 

「もうつ かれて だめです。」 

「まあもう 一べ んゃリ ませうよ。 ハツ ハハ。 よつ しょ 

そら。 ハツ ハ ハ。」 かたつむり は ひどく 投げつ けられ 



「どうした のです。」 となめ くぢは 笑って 聞きました。 

「へびに 嚙 まれた のです。」 とと かげが 云 ひました。 

「そんなら わけはありません。 私が 一寸 そこ を 嘗め 

てあげ ませう。 わたしが 嘗めれば 蛇の 毒 はすぐ 消え ま 

す。 なにせ 蛇 さへ 溶ける くら ゐ ですからな。 ハツ ハ 

ハ。」 となめ くぢは 笑って 云 ひました。 

「どうかお 願 ひ 申します」 とと かげ は 足 を 出しました- 

「え、。 よ ござんす とも。 私 と あなたと は 云 はば 兄 

弟。 あなたと 蛇 も 兄弟です ね。 ハツ ハ ハ。」 となめ く 

ぢは云 ひました。 

そしてな めく ぢは とかげの 隱 に 口 を あてました。 



「ありがたう。 なめく ぢ さん。」 とと かげ は 云 ひました- 

「も 少しよ く 嘗めない と あとで 大変です よ。 今度 又 来 

て ももう 直して あげません よ。 ハツ ハ ハ。」 となめ く 

ぢ はもが もが 返事 を しながら やはりと か げを 嘗め つ ゾ 

けました。 

「なめく ぢ さん。 何だか 足が 溶けた やうです よ。」 と 

とかげ はお どろいて 云 ひました。 

「ハツ ハハ。 な あに。 それほど ぢ やありません。 ハツ 

ハ ハ。」 となめ くぢ はや はり もが もが 答へ ました。 

「なめく ぢ さん。 おなかが 何だか 熱くな りました よ。」 

とと かげ は 心配して 云 ひました。 



なめく ぢ はうまい と、 よろこびました。 自分が 云 は 

うと 思って ゐ たの を 蛙の 方が 云った のです。 こんな 

弱った やつならば 五 へん 投げつ ければ 大 ていべ ロリと 

やれる。 

「とりませ う。 よつ しょ。 そら。 ハツ ハ ハ。」 かへ る 

は ひどく 投げつ けられました。 

「もう 一 べん やり ませう。 ハツ ハハ。 よつ しょ。 そら- 

ハツ ハ ハ。」 かへ る は 又 投げつ けられました。 すると 

かへ るは大 へん あわてて ふところから 塩の ふくろ を 出 

して 云 ひました。 

「土俵へ 塩 を まかなく ちゃ だめ だ。 そら。 シ ユウ。」 



塩が 白く そこら へ ちらば つ た。 

なめく ぢが云 ひました。 

わたくし 

「かへ るさん。 こんど はきつ と 私 なんか まけます ね- 

あなた は 強いんだ もの。 ハツ ハハ。 よつ しょ。 そら。 

ハツ ハ ハ。」 蛙 は ひどく 投げつ けられました。 

そして 手足 を ひろげて 青 じろ い 腹 を 空に 向けて 死ん 

だ やうに なって しま ひました。 銀色の なめく ぢは、 す 

ぐ ぺロリ とやら うと、 そっちへ 進みました がどうした 

のか 足が うごきません。 見る ともう 足が 半分と けて ゐ 

ま す 

「あ、 やられた。 塩 だ。 畜生。」 となめ く ぢが云 ひまし 



た。 

蛙 は それ を 聞く と、 むつく り 起き あがって あぐら を 

かいて、 かばんの やうな 大きな 口 を 一 ぱいに あけて 笑 

ひました。 そしてな めく ぢに おじぎ をして 云 ひました- 

「いや、 さよなら。 なめく ぢ さん。 とんだ ことにな り 

ましたね。」 

なめく ぢが 泣き さう にな つ て、 

「蛙さん。 さよ …… 。」 と 云った ときもう 舌が とけ ま 

した。 雨蛙 は ひどく 笑 ひながら 

「さよならと 云 ひたかった のでせ う。 本当に さよなら 

さよなら。 わたしもう ちへ 帰って からた くさん 泣いて 



狸 は 眼 をぎ ろぎ ろして 外へ 聞えない やうに しば ら く 

の 間口 をし つ かり 閉ぢて それから 手で 鼻 をふさ いで ゐ 

ました。 

それから 丁度 二 ヶ月た ちました。 ある 日、 狸 は 自分 

の 家で、 例のと ほり ありがたい ごきたう をして ゐ ます 

お ほ 力み もみ 

と、 狼 が 粗 を 三 升 さげて 来て、 どうかお 説教 をね が 

ひます と 云 ひました。 

そこで 狸 は 云 ひました。 

「お前 はものの 命 をと つたこと は、 五 百 や 千で は 利く 

まいな。 生きと し 生ける ものなら ばな にと て 死にたい 

ものが あらう。 な。 それ をお まへ は 食った のぢ や。 な- 



「それ はな。 じっとして ゐさ しゃれ。 な。 わし はお 前 

のきば をぬ くぢ や。 このき ばで いかほど ものの 命 を 

とった か。 恐ろしい こと ぢゃ。 な。 お前の 目をつぶす 

ぢゃ。 な。 この 目で 何 ほどの もの を にらみ 殺した か、 

恐ろしい こと ぢゃ。 それから。 なまね こ、 なまね こ、 

なまね こ。 お前の み、 を 一寸 かじる ぢゃ。 これ は 罰 

ぢゃ。 なまね こ。 なまね こ。 こらへ なされ。 お前の あ 

たま を かじる ぢゃ。 むに や、 むに や。 なまね こ。 この 

世の中 は 堪忍が 大事 ぢゃ。 なま …… 。 むにゃむにゃ。 

お前の あし をた ベる ぢゃ。 なかなかうまい。 なまね こ- 

む にや。 むに や。 お まへの せなか を 食 ふぢ や。 ここ も 



ところへ ちくち く 刺さる ものが ある。 

はじめは 水 を 呑んだり して ごまかして ゐ たけれ ども 

はげ 

一 日 一 日 それが 烈しくな つ てきても う 居ても 立 つ て も 

ゐられ なくなった。 たうとう 狼 をた ベてから 二十 五日 

めに 狸 はから だが ゴム 風船の やうに ふくらんで それ か 

らボロ ー ンと 鳴って 裂けて しまった。 

林 中の けだもの はび つくりして 集って 来た。 見る と 

狸のから だの 中 は 稲の 葉で いっぱいでした。 あの 狼の 

下げて 来た 粗が 芽 を 出して だんだん 大きくな つたの だ。 

洞 熊 先生 も 少し 遅れて 来て 見ました。 そして あ、 三 

人と も 賢 いい、 こどもら だった のに じつ に 残念な ， J と 
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